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る。検討の結果、本反応においても触媒 2 が有効に作用し、目的の α-ヒドロキシケトン 10 が高収率かつ高
いエナンチオ選択性で得られることが分かった(Eq. 2)。また生成物の立体を利用したジアステレオ選択的な
還元反応により、3 連続不斉中心を含む 1,2-ジオール 11, 12 の合成を行った(Eq. 3, 4)。 
 
第四章 ホルムアルデヒドを用いた不斉アルドール反応 















 光学活性アルキニルアルコールは合成中間体として有用である。一方、アルキニルアルデヒド 7 を用いた
不斉アルドール反応は光学活性アルキニルアルコールを合成する有用な手法になると考えられるが、これま
でに直接的な不斉アルドール反応の報告例はなかった。検討の結果、触媒 2 を用いることでアルキニルアル
コール類 15 を高いエナンチオ選択性で合成する手法を見出した(Eq. 7)。また本反応において、生成物のジ
アステレオ選択性（anti : syn）が 7 の 3 位の置換基 R に依存するという興味深い知見が得られた。 
 
第七章 α-アセトキシイミノアルデヒドを用いた不斉アルドール反応 




成上有用な多置換 1,2-オキサジン 16 の効率的な合成法を見出すことにも成功した(Eq. 7)。 
 
第八章 結論 
 ジアリールプロリノール 2 を触媒として用いた不斉アルドール反応により、光学活性エポキシド 9、α-ヒ
ドロキシケトン 10、ヒドロキシルメチル基やトリフルオロメチル基を含むキラルビルディングブロック 13, 










































































































































R = Ph (7a)
R = TES (7b)
R = Ph (15a)
94%, 96% ee
anti : syn = 2.0 : 1
R = TES (15b)
91%, 99% ee




























































アルデヒドの 3 位の置換基に依存するという知見が得られた。 
第七章では、α-アセトキシイミノアルデヒドを用いた不斉アルドール反応の開発を行った。また、得ら
れた化合物を利用したジアステレオ選択的な環化反応により、有機合成上有用な多置換 1,2-オキサジンの
効率的な合成法を見出すことにも成功した。 
第八章では、研究成果を総括した。 
以上、本研究は有機合成化学の分野に画期的な貢献をするもので、自立して研究活動を行うに必要な研究
能力と学識を有することを示している。したがって、安井祐介提出の論文は、博士（理学）の学位論文とし
て合格と認める。 
